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本開示資料に記載する数値は、監査法人による監査を受けておりません。 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

（１）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  ：    有 

（２）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：    有 

（３）連結及び持分法の適用範囲の異動の有無   ：    無 
 
２．平成 18 年 3 月期第 3 四半期財務・業績の概況（平成 17 年 4 月 1 日  ～  平成 17 年 12 月 31 日） 

（１）経営成績（連結）の進捗状況                （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 
経  常 収 益 経  常 利 益 四半期（当期）純利益 

 百万円      ％ 百万円      ％ 百万円      ％

18 年 3 月期第 3 四半期 56,914     （  4.9  ） 14,805     （   30.0  ） 8,325      （  34.3 ）

17 年 3 月期第 3 四半期 54,237      （   －  ） 11,385     （   －  ） 6,197      （   －  ）

（参考）    17 年 3 月期 75,200 16,276 8,631 

（注）1．経常収益、経常利益、四半期(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期の増減率であります。 

   2．17 年 3 月期第 3 四半期対前年同四半期の増減率については、前年度四半期決算を行っていないため、記載 

     しておりません。 
 

 

 

１株当たり 

四半期（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 
18 年 3 月期第 3 四半期 260.46 － 

17 年 3 月期第 3 四半期 197.45 － 

（参考）    17 年 3 月期 273.57 － 

 
（２）財政状態（連結）の変動状況 

 

 
総  資  産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 百万円 百万円 ％ 円    銭
18 年 3 月期第 3 四半期 3,151,282 156,349 5.0 4,542.66 

17 年 3 月期第 3 四半期 3,049,064 117,516 3.9 3,751.40 

（参考）    17 年 3 月期 3,042,885 121,204 4.0 3,869.46 

 

３．平成 18 年 3 月期の連結業績予想（平成 17 年 4 月 1 日  ～  平成 18 年 3 月 31 日） 

（１）連結 

平成 18 年 3 月期第 3 四半期までの損益状況は、貸出金残高の好伸や有価証券の利息配当金の増加等により

計画を上回り、平成 18 年 3 月期の通期連結業績予想は、以下のとおりとなる見込みであります。 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

通期(今回) 75,900 19,900 11,100 

(参考)  1 株当たり予想当期純利益（通期） 322 円 50 銭  

通期(11 月 22 日公表) 75,300 19,500 10,700 
(参考)  1 株当たり予想当期純利益（通期） 314 円 51 銭 
※ 上記の予想は、今後の経営環境をはじめ様々な要因により、実際の業績と大きく異なる可能性があります。 

1 



2 

（2）単体 

平成 18 年 3 月期第 3 四半期までの損益状況は、貸出金残高の好伸や有価証券の利息配当金の増加等により

計画を上回り、平成 18 年 3 月期の通期単体業績予想は、以下のとおりとなる見込みであります。 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

通期(今回) 64,000 17,700 10,500 

(参考)  1 株当たり予想当期純利益（通期） 305 円 07 銭  

通期(11 月 22 日公表) 63,800 17,300 10,000 
(参考)  1 株当たり予想当期純利益（通期） 293 円 94 銭 
※ 上記の予想は、今後の経営環境をはじめ様々な要因により、実際の業績と大きく異なる可能性があります。 
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株式会社 武蔵野銀行 

比較四半期 連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

科      目 

当四半期末（ａ） 

（平成 18 年 3 月期

第 3 四半期末） 

前年同四半期末（ｂ）

（平成 17 年 3 月期 

第 3 四半期末） 

比  較 

（ａ）－（ｂ） 

（参考） 

平成 17 年 3 月期末

（ 資 産 の 部 ）     

現 金 預 け 金 １３１，７７２ ２２１，１８２ △ ８９，４１０ １５５，５７２

コールローン及び買入手形 ７0 ８２５ △ ７５５ ６９，８７７

買 入 金 銭 債 権 １７，８７６ ２４，８６１ △ ６，９８５ ２３，７７４

商 品 有 価 証 券 １，７００ ７００ １，０００ ４３５

金 銭 の 信 託 １，５１８ １，５５３ △ ３５ １，５００

有 価 証 券 ６６１，４６１ ６３５，０１２ ２６，４４９ ６１１，８９７

貸 出 金 ２，２３２，３６８ ２，０５８，８５８ １７３，５１０ ２，０７８，２１３

外 国 為 替 ２，５５５ ２，４２３ １３２ １，６３９

そ の 他 資 産 ５２，４６６ ４７，９５２ ４，５１４ ４４，７２７

動 産 不 動 産 ３６，９５１ ３６，９３４ １７ ３６，７３８

繰 延 税 金 資 産 ７，３９９ １６，０６９ △ ８，６７０ １４，３９３

支 払 承 諾 見 返 ２５，９１８ ２７，６１９ △ １，７０１ ２６，９４９

貸 倒 引 当 金 △ ２０，７７８ △ ２４，９２９ ４，１５１ △ ２２，８３５

投 資 損 失 引 当 金 △ ０ △ ０ ０ △ ０

資 産 の 部 合 計 ３，１５１，２８２ ３，０４９，０６４ １０２，２１８ ３，０４２，８８５

（ 負 債 の 部 ）  

預 金 ２，８７３，７５４ ２，８０３，２８１ ７０，４７３ ２，７９７，２１６

譲 渡 性 預 金 １，４６０ ６１０ ８５０ ３，６１０

コールマネー及び売渡手形 ９，７５０ １４，６３３ △ ４，８８３ ８，１６５

借 用 金 ４０，２８７ ４１，４０９ △ １，１２２ ４０，７６６

外 国 為 替 １４ ７７ △ ６３ ９０

そ の 他 負 債 ２９，８０５ ３０，８７１ △ １，０６６ ３０，９０１

賞 与 引 当 金 ７１３ ７１６ △ ３ １，４１８

退 職 給 付 引 当 金 ５，５３５ ５，３２０ ２１５ ５，４６３

再評価に係る繰延税金負債 ５，１１２ ５，１２５ △ １３ ５，１００

支 払 承 諾 ２５，９１８ ２７，６１９ △ １，７０１ ２６，９４９

負 債 の 部 合 計 ２，９９２，３５２ ２，９２９，６６６ ６２，６８６ ２，９１９，６８２

（ 少 数 株 主 持 分 ）  

少 数 株 主 持 分 ２，５７９ １，８８２ ６９７ １，９９８

（ 資 本 の 部 ）  

資 本 金 ４５，７４３ ３６，６９０ ９，０５３ ３６，６９０

資 本 剰 余 金 ３９，４３９ ２９，３０１ １０，１３８ ２９，３０１

利 益 剰 余 金 ４５，３２９ ３６，１５９ ９，１７０ ３８，６２９

土 地 再 評 価 差 額 金 ７，５１４ ７，５３２ △ １８ ７，４９６

その他有価証券評価差額金 １８，４７２ ９，５３０ ８，９４２ １０，７９７

自 己 株 式 △ １５０ △ １，６９９ １，５４９ △ １，７１１

資 本 の 部 合 計 １５６，３４９ １１７，５１６ ３８，８３３ １２１，２０４

負 債 、 少 数 株 主 持 分 

及 び 資 本 の 部 合 計 
３，１５１，２８２ ３，０４９，０６４ １０２，２１８ ３，０４２，８８５

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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株式会社 武蔵野銀行 

比較四半期 連結損益計算書 

（平成 17 年 4 月 1 日  ～  平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

科      目 

当四半期（ａ） 

（平成 18 年 3 月期

第 3 四半期） 

前年同四半期（ｂ） 

（平成 17 年 3 月期 

第 3 四半期） 

比  較 

（ａ）－（ｂ） 

（参考） 

平成 17 年 3 月期 

（要約） 

経 常 収 益 ５６，９１４ ５４，２３７ ２，６７７ ７５，２００

 資 金 運 用 収 益 ３８，８４５ ３７，５０６ １，３３９ ５０，１２９

 （ う ち 貸 出 金 利 息 ） （ ３２，４４１ ） （ ３１，７８９ ） （   ６５２ ） （ ４２，４４２ ）

 （うち有価証券利息配当金） （ ６，２５５ ） （  ５，５７４ ） （   ６８１ ） （  ７，４８６ ）

 役 務 取 引 等 収 益 ８，１３２ ７，２２３ ９０９ ９，４３４

 そ の 他 業 務 収 益 １，７３７ １，９６４ △ ２２７ ２，７０２

 そ の 他 経 常 収 益 ８，１９８ ７，５４２ ６５６ １２，９３３

経 常 費 用 ４２，１０９ ４２，８５２ △ ７４３ ５８，９２３

 資 金 調 達 費 用 １，６６２ １，６５５ ７ ２，１７９

 （ う ち 預 金 利 息 ） （   ６５３ ） （    ６０９ ） （    ４４ ） （    ８１７ ）

 役 務 取 引 等 費 用 ２，７６２ ２，４２１ ３４１ ３，３０１

 そ の 他 業 務 費 用 １，２１９ １，６１８ △ ３９９ ２，１２７

 営 業 経 費 ２７，３８９ ２６，５７２ ８１７ ３４，９８３

 そ の 他 経 常 費 用 ９，０７５ １０，５８５ △ １，５１０ １６，３３１

経 常 利 益 １４，８０５ １１，３８５ ３，４２０ １６，２７６

特 別 利 益 ３９２ ２８ ３６４ １４１

特 別 損 失 ２１３ ６９１ △ ４７８ ９４１

税 金 等 調 整 前 四 半 期 

（ 当 期 ） 純 利 益 
１４，９８４ １０，７２１ ４，２６３ １５，４７５

法人税、住民税及び事業税 ４，２９６ ３，４０１ ８９５ ４，７０４

法 人 税 等 調 整 額 １，７８４ ７１９ １，０６５ １，５０８

少 数 株 主 利 益 ５７８ ４０３ １７５ ６３２

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 ８，３２５ ６，１９７ ２，１２８ ８，６３１

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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株式会社 武蔵野銀行 

比較四半期 連結剰余金計算書 

（平成 17 年 4 月 1 日  ～  平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

科      目 

当四半期（ａ） 

（平成 18 年 3 月期

第 3 四半期） 

前年同四半期（ｂ） 

（平成 17 年 3 月期 

第 3 四半期） 

比  較 

（ａ）－（ｂ） 

（参考） 

平成 17 年 3 月期 

（ 資 本 剰 余 金 の 部 ）  

資 本 剰 余 金 期 首 残 高 ２９，３０１ ２９，３０１ ０ ２９，３０１

資 本 剰 余 金 増 加 高 １０，１３７ ０ １０，１３７ ０

 増資払込による増加高 ９，０４９ － ９，０４９ －

 自 己 株 式 処 分 差 益 １，０８８ ０ １，０８８ ０

資 本 剰 余 金 

四 半 期 末 （ 期 末 ） 残 高 
３９，４３９ ２９，３０１ １０，１３８ ２９，３０１

（ 利 益 剰 余 金 の 部 ）  

利 益 剰 余 金 期 首 残 高 ３８，６２９ ３１，４７３ ７，１５６ ３１，４７３

利 益 剰 余 金 増 加 高 ８，３２５ ６，２８６ ２，０３９ ８，７５５

 四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 ８，３２５ ６，１９７ ２，１２８ ８，６３１

 
土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 

に よ る 増 加 高 
－ ８８ △ ８８ １２４

利 益 剰 余 金 減 少 高 １，６２５ １，６００ ２５ １，６００

 配 当 金 １，５６６ １，５７２ △ ６ １，５７２

 役 員 賞 与 金 ４１ ２７ １４ ２７

 
土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 

に よ る 減 少 高 
１７ － １７ －

利 益 剰 余 金 

四 半 期 末 （ 期 末 ） 残 高 
４５，３２９ ３６，１５９ ９，１７０ ３８，６２９

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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株式会社 武蔵野銀行 

 

【四半期財務・業績の概況作成のための基本となる事項】 

 

当行では、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり投資者等利害関係者の判断を大き

く誤らせない範囲で一定の簡便な手続きを採用しております。 

 

［簡便な手続きの内容］ 
 
 （貸倒引当金の計上基準） 

貸倒引当金につきましては、１７年１２月末時点の自己査定結果に基づく債務者区分の各対象残高に対し、中間連

結会計期間末（平成１７年９月３０日）で使用した貸倒実績率等を適用して算出しております。 

（会計処理方針の変更） 

中間連結会計期間（平成１７年４月から平成１７年９月まで）から、「固定資産の減損に係る会計基準」及び「固定資

産の減損に係る会計基準の適用指針」を適用しております。 

 

 

【セグメント情報】 

 

１．事業の種類別セグメント情報 

     当四半期（自 平成 17 年 4 月 1 日   至 平成 17 年 12 月 31 日） 

 銀行業務 

（百万円） 

リース業務 

（百万円） 

その他 

（百万円） 

計 

（百万円） 

消去又は全

社（百万円） 

連結 

（百万円） 

経常収益   

（１） 外部顧客に対 

する経常収益 
４８，１００ ６，９２３ １，８９０ ５６，９１４ － ５６，９１４

（２）セグメント間の 

   内部経常収益 
２２５ ９４２ ７８５ １，９５２ （  １，９５２ ） －

計 ４８，３２６ ７，８６５ ２，６７５ ５８，８６７ （  １，９５２ ） ５６，９１４

経常費用 ３４，９７７ ７，２３２ １，８４９ ４４，０５９ （  １，９５０ ） ４２，１０９

経常利益 １３，３４８ ６３３ ８２６ １４，８０７ （       ２ ） １４，８０５

    （注）１．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。 

         ２．各事業の主な内容は次のとおりであります。 

        （１） 銀行業務     銀行業務 

       （２） リース業務     リース業務 

（３） その他           信用保証業務、クレジットカード業務、金銭の貸付業務、コンピュータシステムの開発・販売・保守管理業務、 

県内経済・産業の調査研究、経営・税務等の相談、ベンチャー企業への投資、経営相談 

 

２．所在地別セグメント情報 

  全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が 100％のため、所在地別セグメント情報の記載を省略し

ております。 

 

３．国際業務経常収益 

     国際業務経常収益が連結経常収益の 10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 

 
 

以 上 
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      株式会社 武蔵野銀行 

平成 18 年 3 月期  第 3 四半期決算  説明資料  【単体】 

（平成 17 年４月 1 日～平成 17 年 12 月 31 日） 

１．平成 18 年 3 月期  第 3 四半期損益状況   

(1) コア業務純益    １５５億円 

コア業務純益は、資金・役務利益の拡大により、前年同四半期比６億円増加の１５５億円となりました。この結果、通

期予想２１２億円に対する進捗率は７３％となり、ほぼ計画どおりに推移しております。 

(2) 経常利益        １３２億円 

経常利益は、前年同四半期比では不良債権処理損失の大幅な減少、過年度一般貸倒引当金の多額戻入を主因

に、２７億円増加の１３２億円となり、通期予想１７７億円に対する進捗率では７５％となり、計画どおりに推移しておりま

す。 

(3) 四半期純利益     ７９億円 

四半期純利益は、前年同四半期比１９億円増加の７９億円となり、通期予想１０５億円に対する進捗率では７６％と計

画を上回っております。 

この結果、通期業績予想は次のとおりとなる見込みであります。 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円

通期(今回) 64,000 17,700 10,500 

(参考)    

通期(11 月 22 日公表) 63,800 17,300 10,000 

※上記の予想は、今後の経営環境をはじめ様々な要因により、実際の業績と大きく異なる可能性があります。 

 

（単位：億円） 
  18 年 3 月期 

第 3 四半期 
17 年 3 月期 
第 3 四半期 比 較 

 

18 年 3 月期

通期 
（予想） 

 
17 年３月期 

通期 
（実績） 

業  務  粗  利  益 ４１３ ３９４ １９    ５２６ 
 資  金  利  益 ３７０ ３５７ １３    ４７８ 
 役務取引等利益 ４２ ３７ ５    ４８ 
 その他業務利益 ０ △ ０ ０    △ ０ 
  うち債券５勘定尻 △ ８ △ ９ １    △ １２ 
経  費（除く臨時処理分）（△） ２６６ ２５５ １１    ３３２ 
実質業務純益 

（一般貸倒引当金繰入前） 
１４７ １３９ ８    １９３ 

コ ア 業 務 純 益 １５５ １４９ ６  ２１２  ２０６ 
一般貸倒引当金繰入額（△） △ １５ △ ３ △ １２    ７ 
業  務  純  益 １６２ １４２ ２０    １８６ 
臨  時  損  益 △ ２９ △ ３７ ８    △ ３８ 
 うち不良債権処理損失（△） １９ ２９ △ １０    ３９ 
 うち株式３勘定尻 △ ０ ２ △ ２    １３ 
  うち株式等償却（△） １ ０ １    １１ 
経  常  利  益  １３２ １０５ ２７  １７７  １４８ 
特  別  損  益 １ △ ６ ７    △ ８ 
税引前四半期（中間）純利益 １３４ ９８ ３６    １３９ 
法人税、住民税及び事業税（△） ３６ ２８ ８    ４４ 
法人税等調整額（△） １７ ９ ８    １４ 
四半期（中間）純利益 ７９ ６０ １９  １０５  ８０ 
（注）コア業務純益とは、業務純益に対し一般貸倒引当金繰入額と債券５勘定尻を加減調整したもの。 



株式会社 武蔵野銀行 

 

２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」  …  （単体） 

8 

 

 

 

 

    

 
金融再生法ベースの開示債権は、１７年９月末比１５億円減少し、７５９億円となっております。 
不良債権比率につきましても、１７年９月末比０．１８％減少し、３．３４％となりました。 

  

（単位：億円）   （参考）             （単位：億円） 

 
 平成１７年１２月末

１７年９月末比

平成１７年９月末 

（実績） 

平成１７年３月末

（実績） 

 破産更生債権及びこれらに

準ずる債権 
１４２ ０ １４２ １５３ 

 危険債権 ３０７ △ ８ ３１５ ３６１ 

 要管理債権 ３１０ △ ７ ３１７ ２９６ 

合    計  （開示債権額） ７５９ △ １５ ７７４ ８１０ 

 （単位：％） （参考）             （単位：％）

 総与信に占める開示債権

額の比率（不良債権比率） 
３．３４ △ ０．１８ ３．５２ ３．８２ 

（注）上記の平成１７年１２月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規

定する各債権のカテゴリーにより分類しております。 

また、各開示区分の金額は、平成１７年９月末から同１２月末までの倒産・不渡り等の客観的な事実及び行内格

付の変動等を反映させた同１２月末時点での当行の定める自己査定基準に基づく各残高を記載しております。 

なお、新たに「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」と認められる金額のうち、無価値と認められる部分につ

いては直接償却相当額として当該金額を減額しております。 

 

（参考）債務者区分との関係 

          破産更生債権及びこれらに準ずる債権  ・・・ 実質破綻先、破綻先の債権 

          危険債権      ・・・ 破綻懸念先の債権 

          要管理債権      ・・・ 要注意先のうち、利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は 

                                                   貸出条件を緩和している債権 

 

３．連結自己資本比率（国内基準） … （連結） 

 

 
連結自己資本比率は１０％台前半、連結ＴｉｅｒⅠ比率は７％台後半を予想しております。 

 

 

 

  

                                                        （参考） 

 平成１８年３月末（予想値）  平成１７年９月末（実績） 平成１７年３月末（実績） 

 連結自己資本比率 １０％台前半   ９．４０ ％  ９．３４ ％  

 連結ＴｉｅｒⅠ比率 ７％台後半   ６．８２ ％  ６．６１ ％  

    （注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

 

 

 

 



株式会社 武蔵野銀行 

 

４．預金（預り資産）・貸出金の残高 … （単体） 

 

（１）預金（預り資産） 

 
預金残高は、個人預金の増加を主因に、前年同月比７０４億円（年率２．５０％）増加し、 
２兆８，７７８億円となりました。 
預り資産残高は、合計で前年同月比１，０６６億円（年率５４．７２％）増加し、３，０１４ 
億円となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                            （単位：億円、％）   （参考） （単位：億円） 

  
平成１７年１２月末 

１６年１２月末比 年間増加率 
 

平成１７年３月末 

（実績） 

 預金残高 ２８，７７８ ７０４ ２．５０  ２８，０４５

  うち個人預金残高 ２２，３０９ ５５５ ２．５５  ２１，７４３

 預り資産残高 ３，０１４ １，０６６ ５４．７２  ２，２６５

 投資信託残高 １，１３３ ３０４ ３６．６７  ８８２

 年金保険残高 ５１６ ２３０ ８０．４１  ３３７

 国債残高 １，３６５ ５３２ ６３．８６  １，０４６

  預金・預り資産 合計 ３１，７９２ １，７７０ ５．８９  ３０，３１０

 

（２）貸出金 
 

 
貸出金残高は、住宅ローンが順調に増加したことに加え、中小企業向け貸出を積極的に推進した 
ことにより、前年同月比１，７４３億円（年率８．４２％）増加し、２兆２，４３７億円となり 
ました。 

 

 

 

 

 

  

                                                            （単位：億円、％）   （参考） （単位：億円） 

  
平成１７年１２月末 

１６年１２月末比 年間増加率 
 

平成１７年３月末 

（実績） 

 貸出金残高 ２２，４３７ １，７４３ ８．４２  ２０，８９６

 うち中小企業等貸出金残高 １８，８３３ １，４１２ ８．１０  １７，６９８

  うち住宅ローン残高 ６，７２５ ９５７ １６．５９  ６，０５４

 

    （注）中小企業等とは、資本金 3 億円（ただし、卸売業は 1 億円、小売業、サービス業は 5 千万円）以下の会社又は 

        常用する従業員が 300 人（ただし、卸売業は 100 人、小売業は 50 人、サービス業は 100 人）以下の会社及び 

        個人であります。 
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株式会社 武蔵野銀行 

 

５．時価のある有価証券の評価差額 … （単体） 

 
時価のある有価証券の評価損益は３１０億円のプラス、うち、株式の評価損益は２９０億円のプ 

ラスとなっております。 

 

 

 

 

 

 

（１）その他有価証券で時価のあるもの 

                                  （単位：億円）   （参考）               （単位：億円） 

平成１７年１２月末 平成１７年３月末（実績） 

    

 

時  価 
評 価 

差 額 うち益 うち損 
時  価 

評 価 

差 額 うち益 うち損 

その他 

有価証券 
６，４８８ ３１０ ３４６ ３６  ６，０５０ １８１ ２０６ ２４

 株式 ６６３ ２９０ ２９２ １  ４５１ １１６ １２５ ８

 債券 ４，７６０ △ ２ ２５ ２７  ４，６１０ ５９ ６７ ８

 その他 １，０６４ ２１ ２８ ６  ９８８ ６ １３ ７

（注）平成１７年１２月末の「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後）と時価との差額を計上し

ております。 

 

（２）満期保有目的の債券で時価のあるもの 

                                            （単位：億円）     （参考）                    （単位：億円） 

平成１７年１２月末 平成１７年３月末（実績） 

    

 

時  価 差 額 
うち益 うち損 

時  価 差 額 
うち益 うち損 

満期保有目的

の債券 
５３ ０ ０ －  ５３ ０ ０ －

（注）平成１７年１２月末の「差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後）と時価との差額を計上してお

ります。 

 

（３）子会社・子法人等株式で時価のあるもの 

該当ありません。 

 

 

６．デリバティブ取引 … （単体） 

 

（１）金利関連取引  

                                  （単位：億円）   （参考）               （単位：億円） 

区 平成１７年１２月末 平成１７年３月末（実績） 

分 
種  類 

契約額等 時   価 評価損益 契約額等 時   価 評価損益 

取

引

所 

金利先物 － － －  － － －

金利スワップ ３８ ０ ０  ４４ △ ０ △ ０店 

頭 その他 － － －  － － －

合    計 ３８ ０ ０  ４４ △ ０ △ ０

（注）ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
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株式会社 武蔵野銀行 

 

（２）通貨関連取引   

                                  （単位：億円）   （参考）               （単位：億円） 

区 平成１７年１２月末 平成１７年３月末（実績） 

分 
種  類 

契約額等 時   価 評価損益 契約額等 時   価 評価損益 

取

引

所 

通貨先物 － － －  － － －

通貨スワップ － － －  － － －

為替予約 １５ １５ △ ０  ３０ ３１ △ ０
店 

頭 
通貨ｵﾌﾟｼｮﾝ － － －  － － －

合      計 １５ １５ △ ０  ３０ ３１ △ ０

（注）ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 

 

（３）株式関連取引 

                                  （単位：億円）   （参考）               （単位：億円） 

 平成１７年１２月末 平成１７年３月末（実績） 

 
区    分 

契約額等 時   価 評価損益 契約額等 時   価 評価損益 

取 引 所 － － －  － － －

店    頭 ２４ △ １ △ １  － － －

合    計 ２４ △ １ △ １  － － －

（注）ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 

 
（４）債券関連取引 

                                  （単位：億円）   （参考）               （単位：億円） 

 平成１７年１２月末 平成１７年３月末（実績） 

 
区    分 

契約額等 時   価 評価損益 契約額等 時   価 評価損益 

取 引 所 － － －  － － －

店    頭 １９２ △ ０ ０  － － －

合    計 １９２ △ ０ ０  － － －

（注）ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 

 

（５）商品関連取引及び（６）クレジットデリバティブ取引については該当ありません。 

 

 

 

以 上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
総合企画部 ALM グループ 坂本、田上 
電話番号  (０４８)６４３－６４６８ 

 


